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₁．はじめに
1893 年にイングランド南西部のクラブによってバド

ミントンにおける最初の統括組織として設立されたバ

ドミントン協会（Badminton Association, 以下 BA と

する）は , 以降 , 競技規則の管理・運営とイングラン

ド内外におけるバドミントンの運営を担った。1934年 , 

バドミントンの活動を国際的にさらに普及・発展させ , 

国際競技連盟による国際的な統括を目指して国際バド

ミントン連盟（International Badminton Federation, 

以下 IBF とする）が設立されたことにより , BA はイ

ングランドの統括組織であるイングランドバドミン

トン協会（Badminton Association of England：以下

BAE とする）となり , IBF の傘下に入った。

1930 年代以降 , バドミントンの活動は広く普及・発

展した。特に , デンマークやカナダでの活動の拡大と

競技レベルの向上は際立っていた。また , アメリカ合

衆国を中心にプロフェッショナル選手およびコーチの

活動が広がった。一方で , 1930 年代後半になると，こ

れまで多くの大会のタイトルを獲得しバドミントンの

競技力を牽引してきたイングランドの選手達は徐々に

姿を消していくことになった（鵤木 , 2018）。さらに , 

第二次世界大戦を経てイングランドの競技力の停滞は

明らかになっていった。女性トップ選手として戦前か

ら戦後にわたりイングランドの競技力を牽引した B・

ユーバー（B. Uber）は著書の中で , 1946/47 年シーズ

ン（以下 , シーズンを示す場合は 1946/47 年のように

表記する）のイングランドの状況について以下のよう

に述べている。

�　「イングランドには , 新興のデンマークに対抗す

るための新しい若いプレイヤーがごく僅かしかいま

せん。また , ニコルス（R. Nichols）らのこれまで

のトップ選手はプレイを止めてしまいました。（中

略）一方で , バドミントンは大変盛んに行われまし

た。施設の確保が難しい状況にもかかわらず , 戦前

に比べて多くのクラブが BAE の傘下に入り , そこ

には以前にはなかった一般大衆への広がりがありま

した。」 （B・ユーバー , 1949）

こうした記述からは , 第二次世界大戦後のイングラ

ンドでは , 競技力の停滞だけなく戦前とは異なる活動

が生じていた様子が窺える。第二次世界大戦後のバ

ドミントンの活動に関しては拙稿（鵤木 , 2017b）に

て述べているが , これは IBF の活動に着目しており , 

イングランドにおけるバドミントンの状況について

は十分に明らかになっていない。そこで本研究では , 
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BA および BAE 公式機関紙である『バドミントンガ

ゼット』（注 ₁）に寄稿された H・A・E・シェール

（H. A. E. Scheele，以下シェールとする）の時評を

史料として , 戦争により中断されていた BAE の活動

が再開された 1946/47 年から , 第一回トマスカップ大

会が開催された 1948/49 年までのイングランドにおけ

るバドミントンの状況について , その一端を明らかに

することを目的とする。

₂．�第二次世界大戦直前直後のイングラン
ドバドミントン協会

₁）イングランドバドミントン協会の運営

1939 年 ₉ 月 , イギリスがドイツに宣戦布告した

ことにより , BAE の活動は停滞することになった。

BAE はその年の 11 月 27 日の執行委員会にて , その

シーズンの年会費免除 , ハンドブックのコピー代金半

額の返金 , 戦争中に大会が開催されない場合の大会参

加費の返却 , 次の全英選手権大会の中止 , 戦時下では

年次総会を開催せず現行の執行委員が継続されること

が決議され , 事務局長から全ての加盟団体へ通知され

ることになった（BAE, 27 Nov. 1939）。その後 BAE

の会議は約 ₆ 年間開催されなかった。

戦後 , BAE の会議が再開されたのは , 1945 年 ₇ 月

18 日の執行委員会からである。チャリングクロスホ

テル（Charing Cross Hotel）がその会場となった。

この戦後最初となる執行委員会では , 1945/46 年は大

会開催やハンドブック発行等の BAE の活動は行わな

いことが決定された（BAE, 18 Jul．1945）。また, シェー

ルが新事務局長として指名され , 戦後の BAE の本格

的な活動再開の準備を整えた。

₂）BAE 加盟団体数の変化

表 ₁ は , 『バドミントンガゼット』1947 年 11 月号

に記載された第二次世界大戦前後の BAE への加盟団

体の増減についてまとめたものである。

1939 年と 1947 年を比較すると , カウンティ協会を

通して BAE に加盟したクラブ数が減少したのは ₈

カウンティ協会で , 合計 79 クラブが減少している。

加盟したクラブ数が増加したのは 21 カウンティ協会

で , 合計 493 クラブが増加している。増減のないカウ

ンティ協会は ₁ つであった。また , カウンティ協会

を経由しない直接加盟のクラブは , 10 クラブ増加し , 

₃ クラブ減少している。また , 新たに加盟したカウン

ティ協会は , ジャージーとウエストモーランドであっ

たことが記載されている（BAE, Nov. 1947, p.47）。

加盟クラブ数の多いカウンティ協会の順位において

表 1. BAE 加盟団体の変化 1939 年と 1947 年の比較（1947 年 11 月号 p.47 から鵤木が作成）
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は , 1939 年と 1947 年には大きな差はないものの , 加

盟クラブの総数は , 1939 年に 1,309 クラブであったも

のが 1947 年には 1,730 クラブとなり , 421 クラブ増加

している。加盟クラブが減少したカウンティ協会は南

部に多く , とくにサリーにおいては 26 クラブが減少

した。中部から北部にかけては , ダービーシャーで 11

クラブ , サフォークで ₄ クラブ減少しているものの , 

ほとんどのカウンティ協会において加盟クラブが増

加している。特に増加したカウンティ協会は , ランカ

シャー＆チェシャー , ミドルセックス , ヨークシャー , 

エセックス , 次いでケント , バークスバックス＆オキ

ソン（バークシャー，バッキンガムシャーおよびオッ

クスフォードシャー）であった。

₃）大会開催とイングランドの競技力

表 ₂ は , 1938/39 年および 1946/47 から 1948/49 年

迄の , 『バドミントンガゼット』に開催告知または結

果が掲載されたイングランドにおける大会数の変化を

示したものである。

イングランドにおいては，戦後にカウンティレベル

より小規模な大会が減少し，復活の兆しが見えない。

全英選手権大会は 1939 年以降 , 戦争による中断を経

て , 1947 年 ₃ 月に再開された。体育館施設確保が困

難な中 , 戦前に会場として使用されていたホーティカ

ルチュラルホール（Horticultural Hall）から北ロン

ドンにあるハリンゲイアリーナ（Harringay Arena）

へ会場を移して開催された。ハリンゲイアリーナは

12,000 人収容可能であり , 夜の時間帯に試合を行う

ことで人々が観戦しやすくなることを狙った（BAE, 

Summer 1947, p.92）。ところが大会前日の晩にロンド

ンがイングランドの南部がこれまで経験したことがな

いようなブリザードに襲われ , アリーナの屋根から換

気口を飛ばし , 床が ₁ インチの雪で覆われたことに

より , 大会の運営は困難を極めた。しかしながら , デ

ンマーク 10 名 , インド ₂ 名 , スウェーデン ₂ 名 , ア

イルランド ₉ 名 , スコットランド ₁ 名とう合計 24

名というイングランド以外からの参加があり , これら

の海外からの参加選手が見せる素晴らしいプレイは , 

この大会を大いに盛り上げた（BAE, Summer 1947, 

p.92）。

表 3. 1930 年から 1939 年および 1947 年から 1949 年までの , 全英選手権大会の優勝者

表 2. �1946/47 から 1948/49 年迄の , 『バドミントンガゼット』に開催告知または
結果が掲載されたイングランドにおける大会数の変化
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表 ₃ は , 1930 年から 1939 年および 1947 年から

1949 年までの , 全英選手権大会の優勝者である。

この表からは , 1930 年代はほとんどの種目において

イングランドの選手が優勝していたことがわかる。し

かし , 1939 年にはデンマークが台頭しイングランドは

ミックスダブルスのみの優勝に終わり , 戦後最初の大

会でである 1947 年にはイングランドは全ての種目に

おいてタイトルを手放すことになった。1949 年には

女子ダブルスにおいて B・ユーバーと Q・アレンが優

勝したものの , 1939 年から陰りをみせたイングランド

は , 戦後には競技力の「中心」にはないことが明らか

である。

₃．H・A・E・シェールについて
₁）H・A・E・シェールの経歴と功績

シェールの経歴と功績については , これまで拙稿で

取り上げてきたが（鵤木 , 2007）（鵤木 , 2017b）（鵤木 , 

2018）, インビクタとしての時評発信の背景を踏まえ

るために , いま一度彼の経歴や功績について確認して

おきたい。

シェールは , 選手として際立った戦績はないが , 運

営者としてバドミントンに大いなる貢献をした人物で

ある。運営者としてのシェールの活動は , 1935 年のケ

ントバドミントン協会の事務局長 , 財務担当 , マッチ

セクレタリーへの就任から始まった。1937 年 11 月 , 

IBF の設立時から事務局長を務めていた F・W・ヒク

ソン（F. W. Hickson）の死去に伴い , 1938 年の役員

改正において事務局長に抜擢された。これは , E・ト

レバー=ウィリアムズ（E. Trevor＝Williams）（ウェー

ルズ）との間の投票により , 10 対 ₆ でシェールの事

務局長就任が決定（IBF, 29 Jun. 1938）しているが , 

その背景には , イングランド中心で行われていた IBF

の運営に対して少なからず不満を感じ , 体制の変更を

試みた一派の存在を見いだせる（鵤木 , 2018）。その

ような中で IBF の運営に関わることになったシェー

ルであるが , その後事務局長として 1976 年まで , さ

らに顧問副会長（1976-81 年）を務め , 長年にわた

り IBF の運営に携わった。BAE においても , 事務局

長（1945-70 年）, 財務担当（1945-49 年）, 公式機関

誌『バドミントンガゼット』編集者（1946-70 年）を

務めている（Davis,1983, pp.147-148）。1945/46 年には , 

シェールはケントカウンティ協会代表 , BAE 事務局

長 , BAE 財務担当 , IBF 事務局長という立場において

バドミントンの運営に関わっており , 戦後のバドミン

トンの再開に携わった。

また , 第二次世界大戦下においては , トマス卿（Sir. 

G. A. Thomas Bart.）, シェール , D・L・H・マーサー（D. 

L. H. Mercer）が役員として IBF の運営に関する活動

を続けたことによって , IBF は大きく加盟団体を減ら

すことなく存続し , 1948/49 年には第一回トマスカッ

プ大会を開催する等 , 戦争終結後の活動をスムーズに

再開させることができた。その貢献が , 第二次世界

大戦後も彼らが IBF の中心にとどまり , その後 1955

年まで続く運営体制を確立することになった（鵤木，

2017b）。IBF 事務局長としてのシェールの貢献は大

きなものであったと言える。

さらに , 世界女子団体大会であるユーバーカップ大

会については , B・ユーバーからのトロフィー寄贈と

大会設立の申し出はすぐに IBF および BAE の賛同

を得られなかったが , シェールの調整によってニュー

ジーランドから IBF へ再提案され , 設立にこぎつける

ことができた（鵤木 , 2015）。

以上の通り , シェールは 1930 年代半ばからケント

というイングランドのカウンティ , イングランド , そ

して国際的なバドミントンの運営に尽力し , 1980 年代

初期までバドミントンの運営に影響力を持ち続けた人

物であったと言える。

₂）インビクタとしての寄稿

シェールは IBF 事務局長 , BAE 事務局長 , 『バドミ

ントンガゼット』編集者の各々の立場において , 『バ

ドミントンガゼット』に記事を掲載しているが , その

時々の時評についてはインビクタというペンネームを

使って寄稿していた（Davis,1983）。インビクタによ

る最初の寄稿は , 戦後最初の発行となる 1946 年 11 月

号のことである。タイトルの「チャリングクロスか



11

甲南大学　スポーツ・健康科学教育研究センター紀要第 22 号

第二次世界大戦後のイングランドにおけるバドミントン（1946 － 1949 年）

ら」は , 1945 年 ₇ 月 ₈ 日に約 ₆ 年ぶりに開催され

た BAE 執行委員会 , また 1946 年 ₇ 月に約 ₆ 年ぶり

に開催された IBF 年次総会等 , 戦後のバドミントンの

活動（会議）が再開された会場であるチャリングクロ

スホテル（London, W. C. ₁）から名付けており , 戦

後のバドミントンの復興という意識が込められている

ことが窺える。

本研究では , インビクタによる最初の寄稿から , 第

一回トマスカップ大会の報告がされた 1949 年の夏号

までに寄稿された 17 回分について分析を行った。表

₄ は , インビクタによる寄稿の内容である。インビク

タによる寄稿のテーマは , バドミントンの国際状況の

報告 , バドミントンの国内状況の報告 , バドミントン

の技術・戦術 , バドミントンの運営 , 人物紹介等のよ

うに様々であった。また , 現状の問題意識 , 現状の評

価・分析等 , 幅広い意見を発信し続けた。

₄．�インビクタによる時評にみるイングラ
ンドのバドミントンの状況

₁）イングランド各地域の状況

1946 年 11 月号では , ウォリックシャーの活動の様

子が伝えられている。シェールは , バーミンガムのイ

ンペリアルホテルで開催されたウォリックシャーバ

ドミントン協会の年次総会に , ウォリックシャーバド

ミントン協会事務局長であるウィンドル少佐（Major 

J. B. Windle）に招待され出席している。ウォリック

シャーでは , レミントンやラグビーからの参加はない

がコベントリーで盛んであり , 世界的にシャトルや施

設が不足する中でも , カウンティリーグやジュニア競

技会の開催など戦前の機能を可能な限り再開しようと

していた。このジュニア競技会は , クラブのペアによ

る勝ち抜き戦で , プレーイング・オフについて自らア

レンジができる人達に限定している。このトーナメン

トのスタイルは , ほかのカウンティにおいても有効で

あると述べている（BAE, Nov. 1946, p.23）。表 ₁ に

よれば , ウォリックシャー協会加盟は 21 団体増加し

ており , 熱意と工夫を持って活動再開に取り組んでい

たことがわかる。

1946/47 年 12/₁ 月号では , ウスターシャーの様子

が伝えられている。ウスターシャーには , 活動の中心

となる大きな町がないにもかかわらず , 戦前に協会が

熱心な活動をしていた。戦後それらの活動は停滞し

たが , それでもノッティンガムシャーとのインターカ

ウンティを再開させようとしていた（BAE, Nov.1946, 

p.23）。活動の中心はバーントグリーンスポーツクラ

ブ（Barnt Green Sports Club）であり , 1946 年 12 月

に第 14 回ウスターシャー選手権大会が開催された。

このクラブでは，ローンテニス , テーブルテニス , ダ

ンス , カード , ミュージカル , 演劇等が行われ , バド

ミントンコートは ₂ 面しかなかった。そのためコー

ト不足は否めないものの , クラブ執行委員の尽力で周

辺に宿泊施設を見つけ , 食べ物を提供するのが難しい

中でもクラブ施設において素晴らしい食事を提供した

り , トラブルが起きた時に対応をサポートするなど , 

素晴らしいもてなしがされた。また , 戦前から事務局

長とレフェリーを務めたクリスティー（Christie）が

引退し , 廃墟を引き受けたバーントグリーンの事務局

長でもあるバスフォード（Basford）への交代はとて

もスムーズに行われた（BAE, Dec./Jan.1946/47, p.45）。

表 ₁ によれば , ウスターシャー協会の加盟は戦後に

₉ 団体増加したとはいえ 22 団体であり , 決してバド

ミントンの活動が盛んなカウンティとは言えない。し

かし, バーントグリーンスポーツクラブを中心として, 

活動再開を積極的に進める動きが起こっていたことが

わかる。

1947 年春号では , イングランドにおける活発なクラ

ブとしてウエストサセックス南海岸の町にあるリトル

ハンプトンクラブ（Littlehampton Club）が取り上げ

られている。コーヴィ大佐（Colonel D. G. Cowie）が

事務局長を務めるこのクラブでは , シーズン始めに自

クラブのトーナメントを開催 , ₁ 月には通常ワーシン

グ（Worthing）で開催されるウェストサセックス選

手権にコートを貸し出し , ₂ 月にはホヴ（Hove）に

代わりサセックス選手権大会を開催 , その ₄ 週後に

はサセックスのディストリクテッド大会（地域限定大

会）を開催した。さらにそれらの試合が続く間でも , 
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表 4. インビクタによる寄稿の内容（1946 年 11 月号 –1949 年の夏号）
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※アンダーラインは , イングランドのバドミントンの活動に関する内容
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サセックスのカウンティマッチの全てをホストするク

ラブとなった（BAE, spring 1947, p.82）。表 ₁ によ

れば , サセックス協会では加盟団体が戦前に比べ減少

している。リトルハンプトンクラブが多くの大会会場

となった背景には , カウンティ内の他のクラブの活動

再開が難しい状況にあったことが推測される。

同じく 1947 年春号では , 1947/48 年のシーズンに再

開されたトーナメントが, 戦後の施設不足の状況から, 

これまで大会が行われてきた会場を変えざるを得ない

状況があったことが報告されている。例えば , ミドル

セックス選手権はイーリングからハンプステッドに , 

サリー選手権はリッチモンドからウィンブルドンに移

動した（BAE, spring 1947, p.82）。

また同号では , ノーザン選手権の結果を受け , バド

ミントンの熱意がランカシャーとチェシャーに広がっ

ていること , またその地域の協会執行委員の熱意を考

えると大会が素晴らしいものになったのは驚きではな

いと述べている（BAE, spring 1947, p.81）。表 ₁ に

よれば , ランカシャー＆チェシャー協会は戦前にも多

くの加盟団体を持っていたが , 戦後にはさらに 184 団

体増加しており , この地域の活動が戦前から引き続き

戦後も活発である様子がわかる。

1947 年 11 月号では , ケントのカウンティチームが

海外遠征を行なったことが報告されている。戦前に

おいては , ストローラーズやユナイテッドバンクスの

ように , ナショナルチームではないチームが海外遠

征によりバドミントンを広げてきた。しかし , カウン

ティチームとしては初めての海外遠征であった（BAE, 

Nov. 1947, pp.30-31）。表 ₁ によれば , ケント協会は

戦前から多くの加盟団体を持ち , 戦後にはさらに 20

団体増加しており , この地域の活動が活発であると同

時に積極的な運営を協会が行っていたことがわかる。

1948 年 ₂ 月号では , ロンドンのハムステッドの大

会（トーナメント）において約 400 人という多くのエ

ントリーがあったとのことが報告されている。この大

会（トーナメント）はミドルセックス選手権が一緒に

なったものであるが , このエントリー数は , 戦前にク

リスタルパレスクラブ（Cristal Palace Club）が会場

となって行われた時の南イングランドトーナメント

に匹敵する規模であった（BAE, Feb. 1948, p.93）。戦

前にイングランドの三大クラブと呼ばれ , 地域の大会

を主催し , イングランドの競技力を支えたロンドンク

ラブ（London Club）, クリスタルパレスクラブ , ロー

ガン・アンド・アレキサンドラパレスクラブ（Logan 

and Alexandra Palace Club）の施設は , 戦後において

も倉庫として使用されておりバドミントンのために使

うことができず（Uber, 1949），ロンドンにおける活

動の中心が戦後に変わった様子が窺える。

₂）イングランドの競技力について

1946/47 年 12/₁ 月には , 第 14 回ウスターシャー

選手権大会の R・ニコルスと N・ラドフォード（N. 

Radford）による男子決勝戦の様子が書かれ , 全英選

手権大会の決勝戦と同等レベルの試合であったと評し

ている（BAE, Dec./Jan. 1946/47, p.45）。表 ₃ に示し

たように , R・ニコルスは全英選手権男子シングルス

で ₅ 回タイトルを獲得した戦前におけるイングラン

ドのトップ選手である。R・ニコルスは 35 歳になり , 

ケニアで陸軍の業務を 2, ₃ 年果たして帰国したが , 

帰国後も練習を行う機会は少なく戦前の競技力維持は

難しい状態であった（BAE, Dec./Jan. 1946/47, p.45）。

ラドフォードは , イングランド南部のトーキーの出身

であるが , 若い頃にカナダに移住しイングランドでは

あまりプレイしてきていなかった選手である。カナ

ダでは , 男子ダブルスで ₂ 回 , ミックスダブルスで

₁ 回優勝している。その後プロに転向し , カナダと

アメリカの複数のクラブに所属していた。戦後 , カナ

ダ空軍から引退した後 , イングランドに残りスポーツ

グッズ製造会社に勤めた。そして , カナダバドミント

ン協会からアマチュアとして登録が認められたことに

よりイングランドでプレイすることになった（BAE, 

Dec./Jan. 1946/47, p.45）。

1947 年春号には , 戦前に活躍した R・M・ホワイト

（R. M. White） と A・R・クルーク（A. R. Crooke）が , 

ノーザン選手権で大きく負けたことが書かれている

（BAE，spring 1947, p.82）。
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1947 年夏号には , その年の ₃ 月に開催された戦後

最初の全英選手権大会におけるイングランドのシード

選手の敗戦の様子が書かれている。H・R・マーズラ

ンド（H. R. Marsland）は D・モーハン（D. Mohan）

（インド）に敗れ , Q・アレン（Q. Allen）はソーンダー

ル（Thorndahl）（デンマーク）に敗れ , 1939 年まで

の男子ダブルスの優勝者である L ＆ R ニコルス（ニ

コルス兄弟）はイギリスとデンマークの混合チームで

あるウィングフィールド（イングランド）とエリッ

クフリーク（デンマーク）に敗れてしまった（BAE, 

Summer 1947, pp.92-95）。また , B・ユーバーは ₃ 種

目に出場していたが , 女子シングルスにおいて M・

ウッシング（M. Ussing）（デンマーク）との対戦中に

脚の怪我をしたことにより , リタイアすることになっ

た（BAE, Summer 1947, p.95）。

1947 年 11 月号では , このシーズンで引退すること

になった R・ニコルスについて書かれている。R・ニ

コルスはまだ 10 代であった 1930 年に , 当時選考委員

会の委員長であったトマス卿から遠征メンバーに選出

され，BA 派遣のカナダツアーメンバー ₆ 人の内の

₁ 人として選ばれた。遠征後にイングランド代表と

なり , それ以降長年にわたりイングランド代表として

活躍した。R・ニコルスの引退に際しシェールは , 「近

年 , 最も成功を収めた選手がコートから立ち去ってし

まうのは短い間のみで , 1948 年にはイングランドが

失ったタイトル奪還のために復帰してくれることを望

みます。」とトマスカップ大会での復帰に期待を込め

る記述をしている（BAE, Nov.1947, p.30）。

1948 年 ₂ 月号には , 新たな選手選考方法によって

スコットランドとの対戦の代表選手として選出された

ウィングフィールド（H. J. Wingfield）, P・B・プレ

イシャイ（P. B. Brayshay）, ミセス・デュリンガー

（Mrs. Duringer）選手について述べている。ウィング

フィールド（ケント）は , これまでのシーズンでもイ

ングランドチームのトップにいた選手であった。彼

は 1933/34 年にカウンティで頭角を現し , 1935/36 年

にはナショナル代表に選出され , 戦争直前の ₂ シー

ズンはシングルスで頭角をあらわした。戦争が始まっ

た頃は , R・ニコルスがイングランド南部において唯

一の選出選手と言われていたが , ウィングフィールド

は南イングランド選手権で勝利を収めていた。P・B・

ブレイシャイ（ヨークシャー）は , 戦前には目立った

競技経験はなく , ヨークシャーにおいては定期的に

トーナメントに出場していた程度で , ヨークシャーの

セカンドチームにも入っていなかった選手であった。

過去 ₂ シーズン（1916/47 年 , 1947/48 年）, H・R・

マーズランドとのペアを組み , ヨークシャーと北部選

手権において男子ダブルスのタイトル保持者となっ

た。ミセス・デュリンガー（サリー）は , インターカ

ウンティ選手権でランカシャーが唯一勝利を収めた

1938 年に , ランカシャーでプレイしていた選手である

が , 1947/48 年はサリーの選手であった。補欠選手と

して選出された ₅ 人のうち ₂ 人は , 過去国際大会に

出場した H・モーランド（H. Morland, ランカシャー）

と A・C・G・ブレイスウェイト（A. C. G. Blathwayt, 

サリー）であった。ミス・ブレイスウェイトは , 前シー

ズン（1946/47 年）のスコットランドとの試合（マッ

チ）で , イングランドの選手としてデビューした女

性である。残りの ₃ 人は , 新たにチームに選出され

たバートウィッスル（ランカシャー）, 戦前の学校で

の経験を除くとバドミントン歴は ₂ 年しかない W・

シュート（W. Shute, ケント）, 戦前にはグロースター

シャーでプレイしていたサンダーズ（G. F. Saunders, 

チェシャー）であった（BAE, Feb.1948, p.92）。戦後 , 

新しい選手選考方法により選出されたのは , 戦前から

頭角を現していたが戦後において代表に選出された選

手 , 戦後に新たに頭角を現し代表に選出された選手 , 

カウンティレベルから代表選手に選出された選手など

様々であったと言える。

1948 年 ₃ 月号では , ₂ 月 14 日にフル＆イースト

ライディングスポーツクラブ（Hull and East Riding 

Sports Club）で行われたイングランド対スコットラ

ンドの試合で , B・ユーバーが国際試合 27 回目のイン

グランド代表として出場し 50 戦連続勝利を収めたこ

とが記載されている（BAE, Mar.1948, p.115）。しかし ,

翌月に開催された全英選手権大会では， ユーバーは初
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日にデンマークのジュニアチャンピオンである 19 歳

のスベンドセン（Svendsen）に敗れてしまった（BAE, 

Apr. 1948, p.145）。

1948 年 ₄ 月号では , 全英選手権大会において , 全

体的にイングランドの勝利が少なかったことが書か

れている。男子はマーズランドと K・L・ウィルソン

（K. L. Wilson）が , スウェーデンの選手に負け , 混合

ダブルスは , マーズランドと B・ユーバーが , ダベル

スティーン（Dabelsteen）とウッシング（デンマー

ク）のペアに ₂ ゲームで勝利したが , 準決勝でスカー

ルップ（Skaarup）とソーンダール（デンマーク）の

ペアに負けてしまった。ウィルソンと Q・アレンは , 

ベスト ₈ に向かう試合でミドルセックスの若いペア

に苦戦し , 素晴らしいプレイはできなかった。ウィ

ングフィールドとミセス・デュリンガーのペアも , 

サリー出身のペアには勝てたが , ホルム（Holm）と

アーム（Ahm）のデンマークペアに負けた。女子ダ

ブルスは , B・ユーバーと Q・アレンのペアが決勝に

進んだが（準優勝）, それまでデンマークとの対戦が

なかったからである。女子シングルスでは , 「予想通

り」ブリティッシュの選手は勝ち進めなかった（BAE, 

Apr. 1948, p.146）。一方で , 若手選手が期待された以

上にはるかに良い結果を残した。26 歳の W・シュー

トは , 将来イングランドを背負う選手だとみられる。

彼は , 同じ若手の A・J・ストーン（A. J. Stone）と

組んだ混合ダブルスで , 若いデンマークのペアを破

り ₄ 回戦まで進出した。そのあと対戦したジェプセ

ン（Jepsen）とスヴェンドセン（Svendsen）のデン

マークペアとも接戦を繰り広げた。男子ダブルスでは, 

シュートとウィングフィールドがスカールップとホル

ム（デンマーク）と対戦して , 相手を走り回らせる場

面があった。その他にも有能であるがまだ知られてい

ない選手として , D・J・ブーマン（D. J. Boorman, ミ

ドルセックス , ミセス・ホーナー（Mrs. Horner, ミド

ルセックス）をあげている（BAE, Apr.1948, p.147）。

1949 年夏号では , 全英選手権大会での B・ユーバー

の活躍が報告されている。女子シングルスは予想どお

りデンマークの独占であったが , B・ユーバーが昨年

の優勝者のソーンダールと対戦し , 敗れはしたものの

ほぼ同等の戦いをした（BAE, Summer 1949, p.182）。

そして , ミス・アレンと組んだ女子ダブルスでは , ₁

ゲームを落とすこともなく優勝した。1939 年以降女

子のカップはデンマークに渡っており「今回もしデン

マークが優勝したのであれば , 優勝杯は永久的にデン

マークに渡されることになったかもしれません」と述

べている。「ミス・アレンの名前が世界でトップレベ

ルの優勝者名簿に掲載されたのは初めてです。アレン

のゲームは , ユーバーが行うクラシカルストロークと

交換できるものではありませんが , アレンのガッツと

試合に向ける熱意は , 彼女に勝る選手はいません」と

評している（BAE, Summer 1949, pp.183-184）。しかし, 

他の種目については「我々イングランドの選手につい

て記述するのは , 記録に残すだけの成功がほとんどな

く , 簡単ではありません。特に男子に関しては報告す

ることがありません」と述べている。

₃）大会について

（₁）インターナショナルトライアル

1947/48 年 12/₁ 月号では , 1947/48 年にウィンブ

ルドンとウェイクフィールドで開催されたインターナ

ショナルトライアルマッチについて書かれている。こ

の試合は , 北部対南部で行われる初めての形式の試合

に参加する選手選出のためのものであった。南部側の

選出担当者は多くの人に対してチャンスを与えようと

考えたため , 選手を多く招聘していた。従来の選考方

法で選ばれた候補者の半分以上は南側の代表となる

のは難しいと言われていた。重点が置かれたのは , 若

い人で , 熱意を持っている人が良いとされた。「この

機会は , 関心のある人達にとっては間違いなく受け入

れられ , 選出された人達は不安なくコートに立つこと

ができ , ベストな結果をもたらすのは間違いありませ

ん」と評している（BAE, Dec/Jan. 1947/48, p.70）。

ここからは , BAE が従来の選手選考方法がもはや良

い選手を選考できるシステムになっていないという認

識を持ち , イングランドの競技力向上のためには , 有

望な若手選手の発掘・育成に努める必要があり , 新た
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な選手選考方法はそのための取り組みであったことが

わかる。

（₂）北部対南部

1947/48 年 12/1 月号には，バーントグリーンスポー

ツクラブで予定されているファイナルトライアルに

ついて , 「とても興味をひく試合になるでしょう」と

書かれている。また , 「女性は南部が強いように思い

ますが , 男性は北の方が勝ちそうです。選ばれた人達

は ₂ 月 14 日にフル＆イーストライディングスポーツ

クラブでスコットランドと対戦することになっていま

す。」（BAE, Dec/Jan. 1947/48, p.70）からは , 北部対

南部の試合が代表選手選考大会となっていることがわ

かる。BAE は , 戦後の競技力回復のために若手選手

を発掘・育成し競技力を向上させなければならないと

認識しており , インターナショナルトライアルから北

部対南部 , そして代表選手選考という新たなシステム

に取り組んだことがわかる。

（₃）全英選手権大会

1949 年夏号には , 50 周年となる全英選手権大会に

ついて書かれている。1948/49 年は第一回トマスカッ

プ大会が開催され , そのためにすでにイングランドに

来ていた他国の選手を含め合計で 49 名（男子 37 名 , 

女子 12 名）の代表選手が全英選手権大会にエントリー

したため , 会場であるハリンゲイアリーナに ₄ 〜

6,000 人以上の観客が詰めかけることになった（BAE, 

Summer 1949, p.181）。全英選手権大会は , 世界選手

権大会開催やバドミントンがオリンピック種目にな

る前には , 「実質的な世界一を決める大会」と評され

た。トマスカップ大会の時期は , 多くの国々が参加で

きるように全英選手権大会の日程に合わせて設定さ

れた。そうすることにより , 多くの国からトマスカッ

プ大会に参加することを期待したのであった（IBF, 

₈ Mar. 1947）。その結果 , 全英選手権大会に多くの

各国の代表選手が集うことになったのである。こう

した大会の変化に対して「₉ カ国からの選手のエン

トリーというのは , これまでにない記録である。この

年の全英選手権は , バドミントン界における全ての種

族が集まる場であり , これは一年において何度も行わ

れるタイプの大会ではありません。」（BAE, Summer 

1949, p.181）と述べている。最も長い歴史ある大会で

ある全英選手権大会が , 「実質的な世界一を決める大

会」としてのステイタスを獲得していくことに繋がっ

たと言える。

₄）バドミントンの変化に対するシェールの所感

戦後 , 変化するバドミントンの活動状況について , 

シェールは様々な思いを抱えていた。1947 年春号で

は , イングランドにおいては施設（ホール）の数が少

なっているにもかかわらず , ₃ ヶ月の間にバドミン

トンのプレイが増加していることに驚く様子が伝え

られている。また , そのような状況において , ホール

高さが不十分であったり , ストロークをするためのス

ペースが適切であるとは言えない施設で試合を行うよ

うになっていることを問題視している（BAE, Spring 

1947, p.81）。

1947/48 年 12/₁ 月号では , 施設不足から , 戦前同

様のトーナメント数が予定されていないことを残念に

思う一方で , トーナメント数が減ったことによりイン

ターカウンティの試合に関心がいくようになる良い面

があるとし , インターカウンティへの思いを次のよう

に述べている。

�　「ゲーム（バドミントン）の初期の頃にはトーナ

メントの数は少なく , 選手達はイベントを待ち望ん

でいました。第一次世界大戦直前には , 高い基準の

レベルに達していたことは間違いないでしょうが , 

それ程多くの選手がいたわけではなく , トーナメン

トよりマッチが多く行われていました（注 ₂）。（中

略）シーズンが始まった時に ₂ 人の選手がパート

ナーを組んで , 個々の選手がそれ程強くなくても , 

コンビネーションを高めていくことによりレベルを

上げていくことができました。

�　最近では, 良い選手の標準的なレベルというのは, 

第二次世界大戦前のレベルよりもかなり落ちていま
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す。トマス卿がベストだった時代の栄誉に戻ること

はできないでしょう。もし , チームプレーができる

ようになれば , その頃のレベルに達することができ

るかもしれません。バドミントンは速いゲームで , 

パートナーとの間で完璧に理解し合っていることが

成功には必要不可欠であるスポーツです。

�　したがって , インターナショナルトライアルマッ

チというのは , 目指すべき方向です。それは国籍の

異なるペアが実際の試合の前に何らかの練習ができ

るからです。戦前には国際試合においても国籍の異

なる者がペアを組むことができましたが , 現在（戦

後）はできなくなっています。

�　そのようなことはナショナルチームだけではあり

ません。カウンティマッチは , ペアをテストする絶

好の機会です。燃料（石油）の問題点は , カウンティ

マッチに影響をもたらしていましたが , 若い選手層

を育てる部分についてはこれ以上のカットは考える

べきではありません。インターカウンティ選手権に

参加しているチームの内 , 約半数は , 異なるカウン

ティのチーム間で行われるホーム＆アウェイには参

戦していません。（中略）若い選手に必要とされて

いる経験を積ませる目的のために , ホーム＆アウェ

イを行える状態に戻りたいと真剣に考えています。」

（BAE, Dec/Jan. 1947/48, p.72）

シェールは , プラスアルファで練習を行うことが可

能なマッチやチームプレーの機会を増やすことが , イ

ングランドの競技力を再び高めることになると考えて

いたことがわかる。また , カウンティマッチに対して , 

競技力向上だけではない重要な面があることを強調し

ている。

　

�　「いくつかの地域グループにおいて , シーズン終

盤のチャレンジタイ（カウンティマッチの一部）を

避けようという動きがあるというのは事実です。

トーナメントレベルでプレイするメンバーは , カウ

ンティマッチに出なくなるのも事実です。トップ選

手の内 , カウンティマッチをおまけのように捉えて

いることもあります。その人達は純粋に強さを求め

ることを期待していますが , これはよくない姿勢で

す。というのも , 各々のカウンティを代表する者に

求められる名誉の役割を果たさなければならないか

らです。それは例え移動に少々不便が生じたとして

もです。我々はみな初めてカウンティを代表するこ

とになった時に興奮したのは間違いないことです。

カウンティ代表に選出されたということは , 我々が

プレイしていくキャリアの中で初めて大きな一歩に

なったと考えられます。カウンティ代表に 1, ₂ の

とても優れた選手がいて , そうした人達と一緒に選

出されたということも興奮することで , そのチーム

で一緒にプレイすることを受けて , どこへでも行く

べきです。そうしたことをなぜ変える必要があるの

でしょうか。通常 ₁ シーズンにおいて設定される

カウンティマッチは最大で ₄ から ₆ で , これはカ

ウンティのマッチに出場するために日数を確保する

ということが , それ程選手にとって難しいものでは

ないというのは確かです。北部においては , カウン

ティマッチに影響を与えるような日程を設定する人

は誰もいないと思います。南部においても同じこと

が言えると良いと思いますが , 南部においてはカウ

ンティの予定があってもそれを一旦横に置いておく

（重要視しない）選手が多くいます。」（BAE, Dec/

Jan. 1948/49, p.80）

これらの所感からは , シェールがバドミントンの活

動の在り方としてチームマッチとりわけカウンティ

マッチを重要なものであると考えていたことがわか

る。また , 戦前においてバドミントン活動が盛んで

あった南部では , 戦後にはカウンティマッチをおろそ

かに考える傾向が強く , それに対して不満を持ってい

たことが窺える。さらに , カウンティチームのあり方

に対して , 次のように述べている。

�　「セカンドチームへ『迷惑』をかけないことが行

われているようです。セカンドチームの運よりは , 

ファーストチームを優先すべきです。ファースト
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チームに一度以上いるべきでないと言うような人

は , イングランドにおけるバドミントンのレベルを

改善するつもりがあるのか聞いてみたいです。

�　セカンドチームのカウンティマッチというのは , 

インタークラブにおけるマッチをトップレベルの試

合に向けた大きな一歩として経験を持たせるものと

して始まったものです。実際 , 目的に対して最大限

のことをしているとは思いますが , 選手にとって高

いレベルに上るために使われていなかったり , より

良い試合の機会が与えられていないのであれば , セ

カンドチームのカウンティマッチにおける競技的な

要素を廃止する時ではないかと思われます。」（BAE, 

Dec/Jan. 1948/49, pp.80-81）

このことから , カウンティマッチにおけるセカンド

チームの対戦が , 勝負にこだわるあまりに全体的なバ

ドミントン競技のレベル向上に繋がっていないことに

対して , シェールが不満を持っていたことがわかる。

シェールは, イングランドの競技力低下の要因として, 

トーナメントへの参加を重視しカウンティマッチをお

ろそかにする傾向があること , また , カウンティマッ

チにおけるセカンドチームの対戦が目前の勝利にこだ

わるあまりに , 全体的な競技力向上に繋がっていない

ことを指摘している。さらに , カウンティのファース

トチームに入る名誉を大切にしない姿勢を問題視し , 

それが特に , 戦前においてバドミントン活動の中心と

なっていた南部において顕著であることに危機感を

持っていたことがわかる。

₅．おわりに
1930 年代 , IBF が設立され , バドミントン活動の世

界的な拡大が進んだ。イングランドは , 国際的な運営

においても , 競技力においても , その中心にあった。

しかし , 1930 年代後半に入ると競技力においてイング

ランドは停滞し始め , 戦後にはその中心にないことは

明らかとなった。

　第二次世界大戦後 , 戦前においてイングランドの

バドミントンの中心的存在であった南部の活動は停滞

し , 中・北部における活動が盛んになった。また各地

域で活動の中心となったクラブや施設が移行するな

ど , 第二次世界大戦を機にイングランドのバドミント

ンの活動の場は大きく変わった。 そうした中 , BAE

は競技力向上のために , 選手選考方法を変更するなど

の策を講じた。しかし , 南部においては , BAE 加盟団

体が減少しただけでなく , 個人的に参加するトーナメ

ントを重視しカウンティマッチをおろそかにするなど

選手たちの意識に変化があらわれていた。シェールは, 

そうした状況が , イングランドの競技力復活において

マイナスになっていると考えていた。

イングランドの競技力が停滞する一方で , 全英選手

権大会はより国際的な大会となった。初めての IBF

主催大会である第一回トマスカップ大会は , できる

だけ多くの国が参加できるように 1949 年 3 月開催の

全英選手権大会に合わせて決勝戦の日程が設定され

た。それはトマスカップ大会を成功に導く要因の一つ

であったが , その結果 , 全英選手権大会に多くの国の

トッププレイヤーが参加することになった。そのこと

は , 全英選手権大会が最も歴史ある大会であると同時

に , 「世界一を決める大会」というステイタスを確立

することに繋がる要因になったと言える。

以上の通り, 第二次世界大戦後のイングランドでは, 

競技力は停滞したが , 第一回トマスカップ大会の開催

の影響により全英選手権大会は世界における象徴的な

大会としてのステイタスを確立していったことが明ら

かになった。

注記
（注 ₁）　�バドミントン協会（BA）では , 1899 年 12

月 ₆ 日からローンテニス協会発行の『ロー

ンテニス』にバドミントンに関する記事の

掲載を始めた。1907 年 11 月号から BA 発行

の『バドミントンガゼット』が公式機関誌

とされた。IBF 設立（1934 年）に伴い , BA

は BAE となり発行を継続した。

（注 ₂）　�トーナメントとは勝ち抜きの大会 , マッチと

は対戦試合を示す。
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